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第
二
次
・
第
三
次
小
泉
内
閣
の

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
時
代
、

「
世
界
一
安
全
な
国
、
日
本
」
の

復
活
を
目
指
し
て
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
精
一
杯
努
力
し
て
来

ま
し
た
。
警
察
の
仕
事
は
、
事
件

が
発
生
し
た
ら
、
犯
人
を
検
挙
す

る
こ
と
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な

く
、
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
、
事

件
に
つ
な
が
る
芽
を
摘
み
取
る
こ

と
に
最
大
の
重
点
を
置
か
な
け
れ

ば
警
察
と
し
て
の
役
割
は
果
た
せ

な
い
の
で
す
。

最
近
の
治
安
の
情
勢
は
、
刑
法

犯
認
知
件
数
は
、
戦
後
最
悪
を
記

録
し
た
平
成
一
四
年
を
ピ
ー
ク
と

し
て
昨
年
、
一
昨
年
と
減
少
し
、

本
年
上
半
期
の
件
数
も
前
年
同
期

に
比
べ
一
二
・
九
％
減
少
し
、
犯

罪
の
増
加
傾
向
に
は
一
定
の
歯
止

「
静
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
会
は
、
静
高
生
の
図
書
館
利

用
促
進
を
お
手
伝
い
す
る
た
め
に

発
足
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
四
年
三
月
、
在
学
中
の

息
子
が
い
た
だ
い
て
き
た
「
図
書

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
」
の
お
便

り
を
見
た
時
、
多
く
の
蔵
書
に
囲

ま
れ
、
足
音
す
ら
気
遣
う
よ
う
な

静
寂
の
中
、
一
心
に
勉
強
し
て
た

旧
友
の
姿
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

懐
か
し
さ
に
胸
が
躍
り
、
学
校
へ

の
恩
返
し
の
気
持
ち
も
あ
っ
て
、

め
が
か
か
り
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
治
安
が
良
い
と
い

わ
れ
て
い
た
昭
和
四
〇
年
代
と
く

ら
べ
る
と
、
そ
の
約
二
倍
と
な
っ

て
お
り
、
犯
罪
情
勢
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
近

年
の
犯
罪
の
特
徴
と
し
て
は
、

「
振
り
込
め
詐
欺
」
等
知
能
犯
が

急
増
し
た
り
、
来
日
外
国
人
犯
罪

が
多
発
す
る
な
ど
様
々
な
特
徴
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
影
響
も
見
過
ご
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

判
断
力
低
い
青
少
年
に

与
え
る
影
響
が
大
き
い

山
口
県
内
の
高
校
に
お
け
る
爆

発
物
使
用
の
同
級
生
傷
害
事
件
、

東
京
都
内
に
お
け
る
少
年
に
よ
る

迷
わ
ず
応
募
し
ま
し
た
。

そ
の
年
の
五
月
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

土
曜
・
日
曜
・
祭
日
を
午
前
と
午

後
に
分
け
た
半
日
の
当
番
を
、
二

人
一
組
で
受
け
持
ち
ま
す
。
開
館

の
準
備
か
ら
閉
館
の
戸
締
ま
り
、

本
の
貸
出
業
務
も
行
い
ま
す
。

生
徒
達
は
自
習
室
と
し
て
利
用

爆
発
物
使
用
の
両
親
殺
人
事
件
、

サ
イ
ト
の
書
き
込
み
を
契
機
と
し

た
長
崎
県
に
お
け
る
女
子
児
童
に

よ
る
同
級
生
殺
人
事
件
、
殺
人
請

負
サ
イ
ト
利
用
に
よ
る
不
倫
相
手

の
殺
害
依
頼
事
件
、
出
会
い
系
サ

イ
ト
利
用
に
よ
る
強
盗
、
殺
人
や

児
童
買
春
の
多
発
、
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
利
用
に
よ
る
改
造
エ
ア

ガ
ン
密
売
事
件
、
自
殺
予
告
サ
イ

ト
で
知
り
合
っ
た
者
同
士
に
よ
る

集
団
自
殺
、
偽
札
の
偽
造
等
、
思

い
つ
く
ま
ま
に
挙
げ
る
だ
け
で

も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
関
連
す

る
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
の
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
、

誰
も
が
様
々
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
と
い
う
便
利
な
時
代
に
な

っ
た
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
そ

の
間
、
当
番
の
方
は
思
い
思
い
の

時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
読
書
に
浸

る
方
、
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
み
仕

事
を
す
る
方
、
手
芸
を
す
る
方
…

…
、
日
頃
得
ら
れ
な
い
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
を
各
自
が
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

館
内
の
蔵
書
に
は
、
事
典
・
全

集
・
専
門
書
の
他
に
、
多
方
面
に

わ
た
る
様
々
な
本
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
等
も
あ
り
ま
す
。
囲
ま
れ
て
い

村
田
吉
隆
氏
略
歴

79
期
　
静
岡
市
宮
ヶ
崎
町
生
ま

れ
。
京
大
法
学
部
卒
。
大
蔵
省
入

省
。東
京
国
税
局
直
税
部
長
な
ど
。

上
に
は
爆
発
物
製
造
、
銃
器
、
暴

力
や
性
等
に
関
す
る
露
骨
な
情
報

が
氾
濫
し
、
こ
う
し
た
情
報
を
簡

単
に
、
し
か
も
、
匿
名
で
、
手
に

入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
、
犯
罪
等
を

増
加
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
の
で
す
。

特
に
判
断
力
が
未
熟
な
青
少
年
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
有
害

情
報
が
与
え
る
影
響
は
極
め
て
大

き
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

匿
名
や
コ
ン
テ
ン
ツ
に

欠
か
せ
な
い
取
り
組
み

と
こ
ろ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
関
し
て

は
、
従
来
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

る
だ
け
で
も
満
足
感
が
味
わ
え
ま

す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
は
生

徒
と
同
じ
よ
う
に
貸
し
出
し
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
会
員
同
士

で
、
本
に
関
す
る
こ
と
か
ら
子
供

自
民
党
衆
議
員
当
選
六
回
（
岡
山

県
第
５
区
）。
党
、
内
閣
の
要
職

を
歴
任
。
前
国
務
大
臣
（
防
災
担

当
）
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
、

現
住
所
は
岡
山
県
井
原
市

サ
イ
バ
ー
攻
撃
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
ウ
ィ
ル
ス
、
不
正
ア
ク
セ
ス

等
か
ら
の
防
護
と
い
っ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
に

力
点
が
置
か
れ
、
こ
う
し
た
犯
罪

等
を
助
け
か
ね
な
い
発
信
者
の
匿

名
性
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
安
全
性
を

ど
う
す
る
か
と
い
う
課
題
に
つ
い

て
は
、「
通
信
の
秘
密
」、「
表
現

の
自
由
」
に
関
係
が
深
い
と
い
う

こ
と
等
か
ら
対
応
を
躊
躇
し
て
い

た
面
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
ネ
ッ
ト
関
連
の
犯
罪
の
続

発
は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
へ
の
取

組
み
な
く
し
て
、
安
全
で
安
心
な

ネ
ッ
ト
社
会
の
実
現
は
あ
り
得
な

い
と
い
う
問
題
を
我
々
に
提
起
し

て
い
ま
す
。

の
こ
と
ま
で
様
々
な
情
報
交
換
が

で
き
、
自
分
の
世
界
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
大
き
な
魅
力
で

す
。年

に
一
度
、
会
員
に
よ
る
研
修

旅
行
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
同
志
社
国
際
中
学
・
高
校
見
学
。

今
年
は
掛
川
市
立
図
書
館
で
元
静

ネ
ッ
ト
上
の
違
法
・
有
害
情
報

の
問
題
に
つ
い
て
は
、警
察
で
も
、

サ
イ
バ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民
の

通
報
等
で
こ
れ
を
把
握
し
、
必
要

な
捜
査
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
へ
の
削
除

要
請
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
違
法
有
害
サ
イ
ト

の
監
視
を
強
化
し
、
対
応
を
早
め

る
た
め
に
、
警
察
庁
で
は
、
市
民

の
通
報
や
相
談
を
一
元
的
に
集
約

す
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
警
察
だ
け
の

取
組
で
は
限
界
が
あ
り
、
政
府
全

体
と
し
て
の
取
組
み
が
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。

自
殺
予
告
や
改
造
の

エ
ア
ガ
ン
す
ぐ
対
応

そ
こ
で
、
政
府
全
体
の
省
庁
横

断
的
な
検
討
の
場
と
し
て
設
け
ら

れ
た
「
Ｉ
Ｔ
安
心
会
議
」
に
お
い

１.

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
の

普
及
等

(1)
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
の

普
及
促
進

(2)
新
し
い
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
技

術
の
開
発

２.

プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
よ
る
自
主

規
制
の
支
援
等

高
校
長
・
鈴
木
嘉
弘
先
生
の
講
演

を
拝
聴
し
、
森
高
校
で
は
図
書
館

活
動
の
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。「
本

物
に
出
会
う
こ
と
の
大
切
さ
」等
、

大
変
貴
重
な
お
話
が
心
に
残
り
、

印
象
深
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

会
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
気

に
な
っ
た
生
徒
達
の
反
応
で
す
が
、

初
め
は
確
か
に
当
惑
の
表
情
も
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
挨

拶
か
ら
始
ま
っ
て
、
時
に
は
心
和

・
性
別
、
年
齢
、
経
歴
等
は
不
問

で
す
。（
い
わ
ゆ
る
図
書
館
司
書

の
よ
う
な
専
門
知
識
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。）

・
時
間
は
休
日
（
土
日
祝
）
の
、

一
六：

四
五
〜
一
九：

一
五
で
す
。

て
、
昨
年
六
月
三
〇
日
、「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
違
法
有

害
情
報
対
策
に
つ
い
て
」（
内
容

別
掲
）を
と
り
ま
と
め
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
一
〇
月
五
日
、
そ
の
一

環
と
し
て
、
警
察
庁
及
び
総
務
省

と
の
連
携
の
下
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
等

の
業
界
団
体
に
お
い
て
、「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
自
殺
予
告
事
案

へ
の
対
応
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
が
策
定
さ
れ
、
自
殺
願
望
者

の
人
命
救
助
の
観
点
か
ら
、
プ
ロ

バ
イ
ダ
が
刑
法
上
の
緊
急
避
難
に

当
た
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、

裁
判
所
の
令
状
発
布
な
し
で
、
警

察
に
対
し
て
発
信
者
情
報
を
開
示

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
自
殺
予
告
事
案
へ
の
す
ば
や

い
対
応
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
大
阪
、
和
歌
山
等

で
改
造
エ
ア
ガ
ン
に
よ
る
も
の
と

(1)
自
殺
サ
イ
ト
へ
の
対
応

(2)
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
よ
る
自
主

的
措
置
等
の
検
討

（3）
サ
イ
ト
利
用
の
是
非
を
事
前

に
判
断
で
き
る
仕
組
み
の
開
発

(4)
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
者
に
よ
る

自
主
的
措
置
の
検
討

３.

違
法
・
有
害
情
報
対
策
に
関

む
会
話
を
交
わ
す
機
会
も
あ
り
、

温
か
い
気
持
ち
の
通
い
合
い
を
体

験
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

を
通
し
て
、
集
中
し
て
学
習
で
き

る
自
習
室
と
し
て
の
図
書
館
は
、

生
徒
達
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な
存

在
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
特
に
受
験
シ
ー
ズ
ン
に
、
閉

館
を
告
げ
る
ま
で
席
を
立
た
な
い

生
徒
の
姿
を
見
る
と
、
利
用
時
間

・
募
集
人
員
は
延
べ
三
〇
名
程
度

・
募
集
期
間
は
二
月
ま
で

・
連
絡
先

〒
四
二
〇
―
八
六
〇
八

静
岡
市
葵
区
長
谷
町
六
六

静
岡
県
立
静
岡
高
等
学
校

図
書
課
　
谷
川
禎
則
（
90
期
）

℡
〇
五
四
（
二
四
五
）
〇
五
六
七

思
わ
れ
る
発
砲
事
件
が
相
次
ぐ
事

態
を
受
け
、一
〇
月
一
二
日
に
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

大
手
の
「
ヤ
フ
ー
」
が
改
造
エ
ア

ガ
ン
や
威
力
を
高
め
る
た
め
の
改

造
部
品
の
出
品
を
規
制
す
る
方
針

を
決
め
た
の
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
有

害
情
報
対
策
は
、
ま
だ
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
で
す
が
、
今
後
と
も
、

官
民
の
緊
密
な
連
携
に
よ
り
実
効

の
挙
が
る
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
に
来
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
い
う
匿
名
性
と

速
報
性
を
そ
の
特
徴
と
す
る
情
報

媒
体
が
考
え
ら
れ
な
い
ス
ピ
ー
ド

で
世
界
を
ま
た
に
架
け
て
拡
が
っ

て
い
く
時
代
に
、
安
全
・
安
心
な

社
会
を
実
現
す
る
上
で
、
大
き
な

障
害
と
し
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
い

る
の
で
す
。

す
る
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実

(1)
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報

活
動

(2)
非
行
防
止
教
室
等
に
よ
る
広

報
活
動

（3）
青
少
年
を
取
り
巻
く
有
害
環

境
対
策
の
推
進

４.

相
談
窓
口
の
充
実
等

(1)
国
民
へ
の
窓
口
機
能
の
強
化

(2)
自
殺
予
防
サ
イ
ト
の
充
実
等

を
延
長
で
き
な
い
も
の
か
と
痛
切

に
感
じ
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
、
会
員
九
七
名

の
う
ち
、
男
性
は
三
名
。
夕
方
忙

し
い
現
役
生
の
母
親
に
は
、
夜
間

開
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
お
願
い

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
は
実
施
で
き
な
い
部
分
に
、
ぜ

ひ
同
窓
会
員
の
皆
様
の
お
力
を
貸

し
て
い
た
だ
き
た
く
寄
稿
い
た
し

ま
し
た
。

懐
か
し
い
図
書
館
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
す
ば
ら

し
い
書
物
、
す
ば
ら
し
い
方
々
と

の
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株式会社日本文化チャンネル桜�

チャンネル「桜」は、日本の伝統文化の復興と保持を目指�
し、日本人本来の「心」を取り戻すべく創立された日本最�
初の歴史文化衛星放送局です。�

代表取締役社長　水島　総（84期）�
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図書室でボランティア（右は幸田さん）

村田吉隆氏


